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[bookmark: _Hlk158390187]科学と技術の発展
１　科学と技術
　次の文の（　）に適する語句を入れよ。
　人間の特徴の一つは（1　　　　　）をもつことである。
　16世紀になり，コペルニクスが自然を観察したうえで，それを基本に深く考えることにより，（2　　　　　）を提唱した。自然誌と自然哲学が結びついた（3　　　　　）の始まりである。
　（3　　　　　）によって得られる自然に関する知識を活用すれば，より有効な（1　　　　　）すなわち（4　　　　　）を開発できることがわかってきた。
　ニュートンの（5　　　　　　　　）は，自然界すべてにはたらく基本法則であり，ここから生まれた力学はあらゆる技術の基本となっている。
　哲学者のデカルトが「人間のからだも含めて自然は機械として理解できる」といった。これを（6　　　　　）という。つまり，すべてのものは部品に分解することで，そのはたらきを知ることができるとしたのである（還元論）。（6　　　　　）・還元論をもとに，そこから新技術が生まれるようになった。 
　これまでの（3　　　　　）や（4　　　　　）が新しいものを生み出し，生活を便利にしてきたが，資源やエネルギーの使いすぎによって（7　　　　　　）問題が起きた。現在の（4　　　　　）のもつ問題点を考えてみることも重要である。
２　科学者
　次の人物に関連のある〔内容〕を下から選び，記号で記入せよ。
　ア　コペルニクス（　　　）
　イ　ガリレオ（　　　）
　ウ　ニュートン（　　　）
　エ　デカルト（　　　）
〔内 容〕
　①　「自然は数式で書かれた書物だ」といった。
　②　自然界の基本法則である万有引力の法則を発見した。
　③　自然を観察し，深く考えることにより地動説を提唱した。
　④　新しい技術を生み出すもととなった機械論・還元論を提唱した。
[footnoteRef:1][footnoteRef:2]
 [1: 重要語句]  [2: □技術　□地動説　□科学　□科学技術　□機械論　□地球環境問題
ガリレオ
ガリレオは，1609年に天体望遠鏡を発明し，それを使って月や木星や土星を観察した。観察したときのスケッチが，「星界の報告」という本に残されている。] 

３　海底資源
　次の海底資源について（　）に適する語句を下の〔語群〕から選び記号で記入せよ。
ア（　　　），イ（　　　），ウ（　　　），エ（　　　）
	
	特徴
	含有する金属

	（　ア　）
	海底から噴出する熱水に含まれる金属成分が沈殿してできたもの
	銅，鉛，亜鉛，金，銀など

	（　イ　）
	希少金属を高濃度に含む泥
	レアアース

	（　ウ　）
	海底の岩石を覆う厚さ数〜10数cmのマンガン酸化物で，コバルトに富んだもの
	マンガン，銅，ニッケル，コバルト，白金など

	（　エ　）
	直径2〜15cmの楕円体のマンガン酸化物で，海底面上に分布しているもの
	マンガン，ニッケル，銅，コバルト


〔語 群〕
　①　コバルトリッチクラスト　　②　マンガン団塊
　③　海底熱水鉱床　　④　レアアース泥
４　肥料
　肥料に関する次の問いに答えよ。
　⑴　肥料の三要素とされる元素は何か。
（　   　　　　　　），（　　   　　　　　），（　   　　　　　　）
　⑵　1913年に窒素と水素を反応させアンモニアの合成に成功したのは誰か。
（　　　　　　　　　　　　　　　　）
５　科学技術の活用
　次の科学技術の活用に関連する〔内容〕を下から選び記号で記入せよ。
　ア　再生可能エネルギー（　　　）
　イ　バイオテクノロジー（　　　）
　ウ　コンピュータ（　　　）
〔内 容〕
　①　作物とそれをとり巻く環境についてのデータをとり，活用するために利用される。
　②　太陽光や風力以外にもバイオマスの利用が注目されている。
　③　遺伝子であるDNAを操作する技術を活用する。[footnoteRef:3] [3: 重要語句
□メタンハイドレート　□熱水鉱床　□マンガン団塊　□レアアース　□土壌　□再生可能エネルギー
□バイオテクノロジー
ハーバー・ボッシュ法
ハーバーとボッシュが開発したアンモニアの製造法。この方法が確立され，化学肥料の大量生産が可能になり，20世紀以降の人口爆発を支えた。] 

1


